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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】      複数のカラードプラ画像を同時に表示す
る場合、それぞれのカラードプラ画像について血管壁等
エコー強度が強い範囲にカラードプラ画像を表示してし
まうという問題を解決することができる超音波診断装置
を提供する。
【解決手段】  Ｂモード用ＤＳＣ３と、カラードプラモ
ード用のＤＳＣ４と、表示器６と、しきい値が異なる第
１の比較器から第ｎの比較器のｎ個の比較器からなる比
較器群５３と、前記比較器群５３の出力に基づき前記カ
ラードプラモード用ＤＳＣ４の出力を置換する置換器５
２と、前記Ｂモード用ＤＳＣ３の出力と前記置換器５２
の出力を合成するミキサ５１を具備し、前記表示器６に
同時にｎ個のカラードプラ画像を表示する場合、前記ｎ
個のカラードプラ画像それぞれに対応した前記比較器群
５３の出力を用いることでＢモードの輝度が高い画素の
カラードプラ画像を表示しなくすることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子を介して被験者の体内へ送
信した超音波から得られる超音波エコー信号を処理して
Ｂモード画像データを得るＢモード画像データ取得手段
と、前記超音波エコー信号を処理してカラードプラ画像
データを得るカラードプラ画像データ取得手段と、前記
超音波エコーの強度に応じてカラードプラ画像データの
出力を任意に設定した範囲毎に制御する制御手段と、前
記Ｂモード画像データと前記複数の制御手段で制御され
たカラードプラ画像データを合成した状態で表示を行う
表示手段と、を具備することを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項２】  前記制御手段は、前記表示手段に表示す
る被験者の被測定範囲に応じたしきい値を設定した複数
の比較手段を有しており、前記比較手段によりＢモード
画像データの超音波エコーの強度がしきい値以上である
と判断された範囲では前記カラードプラ画像データを出
力しないことを特徴とする請求項１記載の超音波診断装
置。
【請求項３】  前記しきい値として、操作者が任意の値
を入力することができる操作手段を具備することを特徴
とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】  前記Ｂモード画像データ取得手段と前記
カラードプラ画像取得手段で取得した画像データを記憶
する記憶手段とを具備し、前記制御手段は前記記憶手段
に記憶された画像に対して制御を行うことを特徴とする
請求項１記載または請求項３記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は被検体内部の断層像
および血流情報を画像表示する超音波診断装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、生体内に超音波を送
信し、送信した超音波が体内の組織などによって反射し
て戻るまでの時間や強度などを測定することにより、生
体内の断層像や血流情報を表示する装置である。
【０００３】ここで、送信した超音波が体内の組織など
に反射して受信された超音波を超音波エコーという。ま
た、断層像を表示する場合に超音波エコーの強度の変化
を輝度（Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ）の変化として画面に表
示するモードをＢモードといい、Ｂモードで表示された
画像をＢモード画像という。また、超音波エコーのドプ
ラ効果を利用して処理を行い、血流の方向・流速を色で
表示するモードをカラードプラモードいい、カラードプ
ラモードで表示された画像をカラードプラ画像という。
【０００４】従来の超音波診断装置においては、断層像
であるＢモード画像に重ねて血流情報であるカラードプ
ラ画像を表示しており、血管壁などからの超音波エコー
が強い範囲に、カラードプラの処理方法によっては超音
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波エコーの位相検波処理が正しく行われないことによ
り、血流がないにもかかわらず血流があるかの如くカラ
ードプラ画像表示をしてしまうことがあった。そのため
Ｂモード画像データの強度が、あるしきい値以上である
範囲にはカラードプラ画像を表示しないようにしてい
る。これは、血管壁等のように超音波エコー強度が強い
範囲には血流が存在しない可能性が高いという特性を利
用したものであり、カラードプラ画像の血流情報の信頼
性を向上させている。
【０００５】このように、従来Ｂモード画像データの強
度が、あるしきい値以上である場合に血流または組織の
運動情報の表示を制御する超音波診断装置は、特許第２
７９１２５５号、特開平０８－６６３９７号公報、特開
平０８－２９９３４２号公報等に記載するものが知られ
ている。
【０００６】図７は従来の超音波診断装置の構成を示す
ブロック図である。図７において、超音波探触子１は、
超音波送受信部２で発生された電気パルスを超音波に変
換して生体内（図示せず）へ送信し、生体内で反射した
超音波エコーを受信して電気信号に変換し超音波送受信
部２へ出力する。
【０００７】超音波送受信部２は、超音波探触子１に供
給する高電圧の電気パルスを発生し、超音波エコーの受
信処理を行い、Ｂモード用ＤＳＣ（ディジタルスキャン
コンバータ）１０３へＢモード画像データを出力すると
ともに、カラードプラモード用ＤＳＣ１０４へカラード
プラモード画像データを出力する。
【０００８】超音波探触子１で送受信される超音波の走
査方向（超音波探触子に対して垂直方向）は、表示器６
のいわゆるＴＶ走査（水平方向）の走査方向と異なって
いる。そのためＢモード用ＤＳＣ１０３は、超音波送受
信部２から供給されるＢモード画像データの走査方向の
変換を行い、走査方向が変換されたＢモード画像データ
を合成部１０５へ出力する。
【０００９】同様にカラードプラモード用ＤＳＣ１０４
は、超音波送受信部２から供給されるカラードプラモー
ド画像データの走査方向の変換を行い、走査方向が変換
されたカラードプラモード画像データを合成部１０５へ
出力する。
【００１０】合成部１０５は、断層像上に血流情報を重
ねて表示するために、Ｂモード用ＤＳＣ１０３から供給
されるＢモード画像データと、カラードプラモード用Ｄ
ＳＣ１０４から供給されるカラードプラ画像データを合
成し、合成した画像データを表示器６とシネメモリ・フ
リーズメモリ２３へ出力する。さらに合成部１０５は、
Ｂモード画像データの強度が、あるしきい値以上である
場合はカラードプラ画像を非表示にすることによって超
音波エコー強度が強い範囲にカラードプラ画像を表示し
ないようにしている。
【００１１】ここでフリーズ画像およびシネメモリ画像
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について説明する。フリーズ画像は、メモリに記憶した
静止画像であり、シネメモリ画像は、メモリに記憶した
連続画像である。シネメモリ・フリーズメモリ２３はフ
リーズ画像とシネメモリ画像を記憶しておくメモリであ
り、合成部１０５から供給され前記合成された画像をフ
リーズ画像とシネメモリ画像として記憶し、記憶した画
像を再生表示するために表示器６へ出力する。
【００１２】表示器６は、合成部１０５から供給される
Ｂモード画像とカラードプラ画像が合成された画像また
はシネメモリ・フリーズメモリ２３から供給されるフリ
ーズ画像とシネメモリ画像を表示する。
【００１３】装置制御部１１２は超音波の送受信から画
像表示までの動作のため、超音波送受信部２、Ｂモード
用ＤＳＣ１０３、カラードプラモード用ＤＳＣ１０４、
合成部１０５およびシネメモリ・フリーズメモリ２３の
制御を行う。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記従
来の超音波診断装置は、表示器に複数のカラードプラ画
像を同時に表示する場合、合成部１０５にしきい値が一
種しかなく、そのしきい値を複数のカラードプラ画像で
共用しているので、複数のカラードプラ画像の状況に適
合した任意のしきい値をそれぞれ別個に設定することが
できない。そのため、超音波エコー強度が強い範囲にも
カラードプラ画像を表示してしまうことがあるので、カ
ラードプラ画像の表示が、超音波エコーの強い範囲から
のエコーの影響によるものか、血流によるものかどうか
の判断がしづらくなるという問題を有している。
【００１５】また、従来の構成では、シネメモリ・フリ
ーズメモリ２３がしきい値とＢモード画像データとの比
較を行う合成部１０５より後段に配置されている。その
ため合成部１０５において、しきい値を変更しても、こ
のしきい値とフリーズ画像およびシネメモリ画像に記憶
されたＢモード画像データとが比較されないので、変更
したしきい値がフリーズ画像およびシネメモリ画像には
反映されないことになる。そこで、変更したしきい値を
フリーズ画像およびシネメモリ画像に反映させるために
はフリーズ画像およびシネメモリ画像を再び取り直さな
ければならないので、診断効率が悪くなるという問題を
有している。
【００１６】本発明は、このような従来の問題を解決す
るためになされたもので、表示器に複数のカラードプラ
画像を同時に表示する場合やフリーズ画像およびシネメ
モリ画像を表示する場合において、超音波エコーが強い
範囲からのエコーの影響を低減して、より信頼性の高い
カラードプラ画像を表示することができるとともに、操
作者の診断効率を向上させることができるという優れた
超音波診断装置を提供するものである。
【００１７】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
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は、超音波探触子を介して被験者の体内へ送信した超音
波から得られる超音波エコー信号を処理してＢモード画
像データを得るＢモード画像データ取得手段と、超音波
エコー信号を処理してカラードプラ画像データを得るカ
ラードプラ画像データ取得手段と、超音波エコーの強度
に応じてカラードプラ画像データの出力を被験者の被測
定範囲毎に制御する制御手段と、Ｂモード画像データと
複数の制御手段で制御されたカラードプラ画像データを
合成した状態で表示を行う表示手段とを備えた構成とし
ている。
【００１８】この構成によれば、超音波エコーの強度に
応じてカラードプラ画像データの出力を被験者の被測定
範囲毎に制御することができるため、同時に表示器に表
示する複数のカラードプラ画像それぞれが、強い超音波
エコーの影響を受け難くなり、複数のカラードプラ画像
を精度高く表示することができる。
【００１９】また、本発明の超音波診断装置は、超音波
探触子を介して被験者の体内へ送信した超音波から得ら
れる超音波エコー信号を処理してＢモード画像データを
得るＢモード画像データ取得手段と、超音波エコー信号
を処理してカラードプラ画像データを得るカラードプラ
画像データ取得手段と、超音波エコーの強度に応じてカ
ラードプラ画像データの出力を被験者の被測定範囲毎に
制御する制御手段と、Ｂモード画像データと複数の制御
手段で制御されたカラードプラ画像データを合成した状
態で表示を行う表示手段とを備えており、制御手段が、
表示手段に表示する被験者の被測定範囲に応じたしきい
値を設定した複数の比較手段を有しており、比較手段に
よりＢモード画像データの超音波エコーの強度がしきい
値以上であると判断された範囲ではカラードプラ画像デ
ータを出力しないようにした構成となっている。
【００２０】この構成によれば、同時に表示器に表示す
る複数の被測定範囲のカラードプラ画像それぞれにしき
い値を設定し、Ｂモード画像データの強度がしきい値以
上である画素のカラードプラ画像を非表示にすることが
でき、複数の被測定範囲のカラードプラ画像すべてを最
適なしきい値の設定で表示器に表示することができる。
【００２１】また、本発明の超音波診断装置は、超音波
探触子を介して被験者の体内へ送信した超音波から得ら
れる超音波エコー信号を処理してＢモード画像データを
得るＢモード画像データ取得手段と、超音波エコー信号
を処理してカラードプラ画像データを得るカラードプラ
画像データ取得手段と、超音波エコーの強度に応じてカ
ラードプラ画像データの出力を被験者の被測定範囲毎に
制御する制御手段と、Ｂモード画像データと複数の制御
手段で制御されたカラードプラ画像データを合成した状
態で表示を行う表示手段とを備えており、操作者が任意
のしきい値を入力できる操作手段を備えた構成となって
いる。
【００２２】この構成によれば、しきい値を操作者が操
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作できるようになり、各カラードプラ画像に対するしき
い値を任意に変更して、表示器に表示することができ
る。
【００２３】また、本発明の超音波診断装置は、超音波
探触子を介して被験者の体内へ送信した超音波から得ら
れる超音波エコー信号を処理してＢモード画像データを
得るＢモード画像データ取得手段と、超音波エコー信号
を処理してカラードプラ画像データを得るカラードプラ
画像データ取得手段と、超音波エコーの強度に応じてカ
ラードプラ画像データの出力を被験者の被測定範囲毎に
制御する制御手段と、Ｂモード画像データと複数の制御
手段で制御されたカラードプラ画像データを合成した状
態で表示を行う表示手段とを備え、操作者が任意のしき
い値を入力できる操作手段を備えており、Ｂモード画像
データ取得手段とカラードプラ画像取得手段で取得した
画像データを記憶する記憶手段を具備し、制御手段は記
憶手段に記憶された画像に対して制御を行うことができ
る構成となっている。
【００２４】この構成によれば、表示手段で表示した画
像を記憶する記憶手段を具備し、制御手段は記憶手段に
記憶された画像に対して制御を行うことができるので、
フリーズ画像やシネメモリ画像などの画像に対しても変
更したしきい値による表示ができるようになる。
【００２５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図６を用いて説明する。
【００２６】（第１の実施の形態）図１は本発明の第１
の実施の形態の超音波診断装置の構成を示したブロック
図である。
【００２７】図１において、超音波探触子１は、超音波
送受信部２で発生された電気パルスを超音波に変換し生
体内へ送信し、生体内で反射した超音波エコーを受信し
て電気信号に変換し超音波送受信部２へ出力する。
【００２８】超音波送受信部２は、超音波探触子１に供
給する高電圧の電気パルスを発生し、かつ超音波探触子
１で受信した受信信号の処理を行い、Ｂモード画像デー
タとカラードプラ画像データを生成し、それぞれＢモー
ド用ＤＳＣ３とカラードプラモード用ＤＳＣ４へ出力す
る。
【００２９】Ｂモード用ＤＳＣ３は、前記従来の技術で
説明したものと同様の方法で、超音波送受信部２から出
力されたＢモード画像データの走査方向の変換を行な
い、走査方向の変換されたＢモード画像データを、あら
かじめ記憶された比較値と比較する比較器群５３のそれ
ぞれへ出力するとともにミキサ５１へ出力する。
【００３０】カラードプラモード用ＤＳＣ４は、Ｂモー
ド用ＤＳＣ３と同様に超音波送受信部２から供給される
カラードプラモード画像データの走査方向の変換を行
い、走査方向の変換されたカラードプラモード画像デー
タを置換器５２へ出力する。
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【００３１】合成部５は、比較器群５３と、置換器５２
と、ミキサ５１で構成され、断層像上に血流情報を重ね
て表示するために、Ｂモード用ＤＳＣ３から供給される
Ｂモード画像データとカラードプラモード用ＤＳＣ４か
ら供給されるカラードプラ画像データを合成し、合成し
た画像を表示器６へ出力する。
【００３２】比較器群５３は、第１の比較器５３１から
第ｎの比較器５３ｎまでのｎ個の比較器で構成され、そ
れぞれの比較器において、Ｂモード用ＤＳＣ３から供給
されるＢモード画像データと、あらかじめ各比較器に記
憶されたしきい値とを比較する。第１の比較器５３１か
ら第ｎまでの比較器５３ｎは、それぞれの比較結果であ
る第１の比較器の比較結果Ｘ１から第ｎの比較器の比較
結果Ｘｎまでのｎ個の比較結果を置換器５２へ出力す
る。
【００３３】置換器５２は、比較器群５３からの比較結
果出力に基づき、カラードプラモード用ＤＳＣ４から供
給されるカラードプラモード画像データの置換機能をも
ち、比較結果に基づいてカラードプラモード画像データ
または、強い超音波エコーデータに対してカラードプラ
画像を表示しないような値に置換した置換データＺをミ
キサ５１へ出力する。
【００３４】ミキサ５１は、Ｂモード用ＤＳＣ３から供
給されるＢモード画像データと置換器５２から供給され
るデータを重ねて表示するために合成し、表示器６へ出
力する。
【００３５】表示器６は、合成部５から供給されるＢモ
ード画像データとカラードプラ画像データが合成された
画像を表示する。
【００３６】装置制御部１２は、超音波の送受信から画
像表示までの動作のため、超音波送受信部２、Ｂモード
用ＤＳＣ３、カラードプラモード用ＤＳＣ４および合成
部５の制御を行う。
【００３７】次に本発明の第１の実施の形態の動作につ
いて図１を用いて説明する。超音波探触子１は、超音波
送受信部２で発生された超音波パルスを生体内（図示せ
ず）へ送信し、生体内で反射した超音波エコーを受信す
る。
【００３８】超音波送受信部２は、電気信号に変換され
た超音波エコー信号に対して対数増幅、包絡線検波など
の処理を行い、Ｂモード画像データを生成する。一方、
直交検波、ＭＴＩフィルタリング（体動などの血流では
ない動きの情報をカットする処理）、自己相関、演算な
どの処理を行い、カラードプラ画像データを生成する。
カラードプラの演算では、血流の平均速度、分散、パワ
ーという３種類の情報が得られ、この３種類の情報のう
ち１つあるいは２つ以上の情報を組み合わせて表示する
ことが一般的である。
【００３９】Ｂモード用ＤＳＣ３は、超音波送受信部２
から供給されるＢモード画像データの走査方向の変換を
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7
行い、走査方向が変換されたＢモード画像データを比較
器群５３のそれぞれとミキサ５１へ出力する。同様にカ
ラードプラモード用ＤＳＣ４は、超音波送受信部２から
供給されるカラードプラモード画像データの走査方向の
変換を行い、走査方向が変換されたカラードプラモード
画像データを置換器５２へ出力する。
【００４０】ここで、合成部５の動作について、表示器
６の画面表示にｎ個のカラードプラ画像を同時に表示す
る場合を例にあげて説明する。
【００４１】前述したように比較器群５３は、第１の比
較器５３１から第ｎの比較器５３ｎまでのｎ個の比較器
で構成される。ｎ個のカラードプラ画像のうち、第１の
カラードプラ画像に対しては、第１の比較器５３１から
の比較結果Ｘ１が用いられ、第ｎのカラードプラ画像に
対しては、第ｎの比較器５３ｎからの比較結果Ｘｎが用
いられる。すなわち、これらの比較器５３１から５３ｎ
は分割された表示画面に対応して設けられている。
【００４２】Ｂモード用ＤＳＣ３は、Ｂモード画像デー
タを第１の比較器５３１から第ｎの比較器５３ｎまでの
ｎ個の各比較器に同時に供給する。各比較器は、Ｂモー
ド用ＤＳＣ３から供給されるＢモード画像データと、あ
らかじめ各比較器が保持しているｎ個のしきい値を比較
し、Ｂモード画像データがしきい値以上であるか否かを
判断したｎ個のデータとして比較結果Ｘ１からＸｎまで
を置換器５２に出力する。
【００４３】一方、カラードプラモード用ＤＳＣ４は、
Ｂモード用ＤＳＣ３がＢモード画像データを出力すると
同時に、表示器６にｎ個のカラードプラ画像を同時に表
示するために、第１のカラードプラ画像に表示するカラ
ードプラモード画像データ、第ｎのカラードプラ画像に
表示するカラードプラモード画像データを置換器５２へ
出力する。
【００４４】置換器５２は、カラードプラモード用ＤＳ
Ｃ４から第１のカラードプラモード画像データが入力さ
れてきた場合において、第１の比較器５３１から入力さ
れる比較結果Ｘ１がしきい値以上であると判断された結
果であるときは、第１のカラードプラモード画像データ
を表示器６に表示されない置換データＺに置換してミキ
サ５１へ出力する。同様に、置換器５２は、第ｎのカラ
ードプラモード画像データが入力されてきた場合におい
て、比較結果Ｘｎがしきい値以上であると判断された結
果であるときは、第ｎのカラードプラモード画像データ
を表示器６に表示されない置換データＺに置換してミキ
サ５１へ出力する。
【００４５】上記において、比較結果がしきい値以上で
あると判断されたということは、受信した超音波エコー
の強度が大きくカラードプラ画像に影響を与える可能性
があるということである。そのため、置換器によりカラ
ードプラモード画像データを表示させないようにするの
である。
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【００４６】また、置換器５２は、比較結果Ｘｎがしき
い値未満であると判断された結果である場合は、第ｎの
カラードプラモード画像データを置換せずにミキサ５１
へ出力する。
【００４７】ｎ個のカラードプラ画像を表示する際に、
第ｎのカラードプラモード画像データが置換器５２に入
力されたときには比較結果Ｘｎを用いる、といったデー
タの選択など処理の指示は、装置制御部１２が司る。
【００４８】ミキサ５１は、Ｂモード用ＤＳＣ３から供
給されるＢモード画像データと置換器５２から供給され
るカラードプラ画像データを合成し、表示器６は、ミキ
サ５１で合成された画像を表示する。
【００４９】以上説明したように、ｎ個のカラードプラ
画像を表示するときに、それぞれのカラードプラ画像に
対して適正なしきい値を設定できるので、超音波エコー
強度が強い範囲にカラードプラ画像が表示されてしまう
ことがなくなる。
【００５０】次に、カラードプラ画像を２画面表示する
ために、比較器群５３を２個用いた場合について具体的
に説明する。
【００５１】比較器を２個設けた場合の診断例として、
心臓および腎臓の超音波断層像を表示して診断する場合
について説明する。
【００５２】図２のように、表示器６の表示画面の左側
に心臓の超音波診断画像を、表示画面の右側に腎臓の超
音波診断画像を表示する場合、比較器群５３を２つの比
較器で構成する。図２において第１の比較器を用いた超
音波診断画像６０は、比較器群５３のうち第１の比較器
を用いて表示した超音波診断画像であり、第２の比較器
を用いた超音波診断画像６１は、比較器群５３のうち第
２の比較器を用いて表示した超音波診断画像である。
【００５３】第１の比較器には心臓の超音波診断画像に
おいて、第２の比較器には腎臓の超音波診断画像におい
て、それぞれ超音波エコー強度が強い範囲にもカラード
プラ画像が表示されてしまうことがないようなしきい値
を設定しておく。
【００５４】一般に、心臓周辺の血管は太いので血管壁
からの超音波エコーが強く、血流も速いので血流からの
超音波エコー信号も強い。一方、腎臓周辺の血管は細い
ので血管壁からの超音波エコーは弱く、血流は遅いので
血流からの超音波エコー信号は弱い。
【００５５】ここで、しきい値について図３を用いて説
明する。図３は心臓周辺と腎臓周辺を観測したときの、
血管壁と血流の超音波エコーの強度の範囲をしめしたも
ので、縦軸は超音波エコーの強度を示している。
【００５６】図３において、心臓の血管壁からの超音波
エコー強度範囲Ｂ１は、心臓周辺を観測している時の血
管壁からの超音波エコーの強度の範囲であり、一例とし
て１００から１８０とする。心臓の血流からの超音波エ
コー強度範囲Ｃ１は、心臓周辺を観測している時の血流
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9
からの超音波エコーの強度の範囲であり、一例として４
０から２０とする。
【００５７】また、腎臓の血管壁からの超音波エコー強
度範囲Ｂ２は、腎臓周辺を観測している時の血管壁から
の超音波エコーの強度の範囲であり、一例として６０か
ら１００とする。腎臓の血流からの超音波エコー強度範
囲Ｃ２は、腎臓周辺を観測している時の血流からの超音
波エコーの強度の範囲であり、一例として１０から２０
とする。通常、血管壁からの超音波エコーの強度と血流
からの超音波エコーの強度は図３に示すように血管壁か
らの超音波エコーのほうが強度が高い。
【００５８】しきい値ａは心臓周辺を観測するときに用
いる第１の比較器のしきい値であり、ここでは値を７０
とする。しきい値ｂは腎臓周辺を観測するときに用いる
第２の比較器のしきい値であり、ここでは値を３０とす
る。
【００５９】このような場合、心臓観測に用いる第１の
比較器のしきい値ａは７０であるので、超音波エコー強
度が７０以上の信号に対しては、図１におけるカラード
プラモード用ＤＳＣ４により血流からの超音波エコーで
あると処理されたとしても、カラードプラ表示しないよ
うに動作する。心臓の血管壁からの超音波エコー強度範
囲Ｂ１は１００から１８０であり、しきい値７０以上な
ので、血管壁からの超音波エコー信号をカラードプラ表
示するということはなくなる。
【００６０】同様に、腎臓観測に用いる第２の比較器の
しきい値ｂは３０であり、腎臓の血管壁からの超音波エ
コー強度範囲Ｂ２は６０から１００であるので、血管壁
からの超音波エコー信号をカラードプラ表示するという
ことはなくなる。
【００６１】もし、比較器が１種のみであった場合、心
臓観測を優先してしきい値を７０としたとすると、エコ
ー強度が７０以下は血管壁からの信号であってもカラー
ドプラモード用ＤＳＣ４が血流であると処理した場合、
カラードプラ表示されることがある。図３を用いて説明
すると、心臓観測に用いる第１の比較器のしきい値ａは
７０であり、腎臓の血流からの超音波エコー強度範囲Ｃ
２は６０から８０であるので、図３に示す、しきい値ａ
より小さい６０から７０の誤表示範囲Ｄのエコー強度の
信号に対しては血流のエコーとしてカラードプラ表示さ
れてしまうことになる。
【００６２】以上述べたように、心臓周辺の超音波断層
像と腎臓周辺の断層像を表示する場合も、説明したしき
い値の一例を用い、比較器群がｎ個の場合の動作と同様
に動作することにより、血管壁などからの強い超音波エ
コーの影響を受けることなくそれぞれ信頼性の高いＢモ
ード画像表示とカラードプラ画像表示ができるようにな
る。
【００６３】心臓と腎臓を同時に観測するためには、表
示器６の画面を２分割して、それぞれの画面に異なった
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Ｂモード画像を表示する設定である２Ｂモードなどを用
いて観測すれば同時に観測することが可能である。
【００６４】また心臓のみの観測で、第１のカラードプ
ラ画像で動脈側を、第２のカラードプラ画像で静脈側を
観測すれば同一Ｂモード画像上に２個のカラードプラ画
像を表示し、かつ本発明による強い超音波エコーの影響
を受けることなくそれぞれ信頼性の高いＢモード画像表
示とカラードプラ画像表示ができるようになる。
【００６５】また、３つ以上の超音波断層像を同時に表
示器６に表示する場合は、その表示数と同じ数に比較器
群５３の比較器の数を増やせば良い。
【００６６】なお、前記比較器は、複数の超音波断層像
のうちの２つ以上の超音波断層像で共用してもよい。ま
た、比較器は表示器６に同時に表示する超音波断層像の
数、診断領域、超音波探触子の種類や送信周波数、Ｂモ
ード用ゲイン、カラードプラモード用ゲイン、カラード
プラ表示データの種類等に連動して合成部５で保持した
値を適用してもよいし、装置制御部１２から与えてもよ
い。またなお、比較器群５３は、比較器を１つにし、比
較器に入力するしきい値を表示画素に応じて切り換える
構成にしても良い。
【００６７】このように本発明の第１の実施の形態によ
れば、表示器６に複数の超音波断層像とカラードプラ画
像を表示する場合、被検体の範囲に応じて超音波エコー
強度の比較に用いるしきい値を持つ比較器を複数備える
ことにより、血管壁などからの強い超音波エコーの影響
を受けることなくＢモード画像表示とカラードプラ画像
表示ができるので、信頼性の高い超音波診断画像の表示
が可能となる。
【００６８】（第２の実施の形態）図４は本発明の第２
の実施の形態の構成を示したブロック図である。図４の
構成は、基本的には前記第１の実施の形態の構成と同じ
であるので、図１と同じ部分には同じ符号を付して詳細
な説明を省略する。第２の実施の形態の構成は、第１の
実施の形態の構成に加えて操作卓１１を設けていること
である。
【００６９】操作卓１１は、操作者がしきい値を変更す
るための入力手段として、および本装置の制御のための
入力手段として用いられる。
【００７０】次に図４を用いて第２の実施の形態の動作
について説明する。操作卓１１は、操作者の操作に基づ
き装置制御部１２にしきい値変更要求があったことを伝
達する。
【００７１】装置制御部１２は、前記伝達内容に基づき
合成部５内部の比較器群５３内の各比較器のしきい値を
変更する。
【００７２】比較器群５３は、前記第１の実施の形態の
動作と同様に、装置制御部１２により変更されたしきい
値とＢモード画像データを比較し、Ｂモード画像データ
がしきい値以上である場合、しきい値以上の値が入力さ
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れたという比較の結果を、合成部５内部の置換器５２に
送り、置換器５２は、Ｂモード画像データと同じ表示画
素に対応する１つのデータをカラードプラモード用ＤＳ
Ｃ４から供給されるカラードプラ画像データを表示器６
に表示されない置換データＺに置換する。
【００７３】また、合成部５内部のミキサ５１は、前記
第１の実施の形態の動作と同様に、Ｂモード用ＤＳＣ３
から供給されるＢモード画像データと、置換器５２から
供給されるカラードプラ画像データを合成し、表示器６
は、強い超音波エコーの影響を低減したＢモード画像と
カラードプラ画像を表示する。
【００７４】このように本第２の実施の形態によれば、
操作者が操作卓１１により比較器のしきい値を任意に変
更することができるので、しきい値変更前後のカラード
プラ画像を表示器６に表示して超音波エコー強度が強い
範囲を判断し、本来血流が存在しうる箇所であるかどう
か特定するのに役立てることができ、カラードプラ画像
による診断の信頼性の向上を図ることができる。
【００７５】（第３の実施の形態）図５は本発明の第３
の実施の形態の構成を示したブロック図である。図５の
構成は、基本的には前記第２の実施の形態の構成と同じ
であるので、図４と同じ部分には同じ符号を付して詳細
な説明を省略する。第３の実施の形態の構成は、第２の
実施の形態の構成に加えてフリーズスイッチ１３と、Ｂ
モード用ＤＳＣ１４の内部にＢモードフリーズ画像メモ
リ１５を設けていることと、カラードプラモード用ＤＳ
Ｃ１６の内部にカラードプラフリーズ画像メモリ１７を
設けていることである。
【００７６】フリーズスイッチ１３は、表示器６に表示
する超音波断層像をフリーズ画像として記憶するときに
用いられる。操作者がフリーズスイッチ１３を押すと、
そのとき表示器６に表示されているＢモード画像および
カラードプラ画像がそれぞれのＢモードフリーズ画像メ
モリ１５とカラードプラフリーズ画像メモリ１７に記憶
され、その記憶された画像が静止画として表示器６に表
示される。Ｂモード用ＤＳＣ１４は、前記第１の実施の
形態で説明したＢモード用ＤＳＣ３にＢモードフリーズ
画像メモリ１５を付加したものであり、カラードプラモ
ード用ＤＳＣ１６は、第１の実施の形態で説明したカラ
ードプラモード用ＤＳＣ４にカラードプラフリーズ画像
メモリ１７を付加したものである。Ｂモードフリーズ画
像メモリ１５とカラードプラフリーズ画像メモリ１７
は、それぞれＢモード画像、カラードプラ画像の一枚の
静止画が記憶されるメモリである。
【００７７】次に図５を用いて第３の実施の形態の動作
について説明する。操作者がフリーズスイッチ１３を押
すと、Ｂモード画像データがＢモード用ＤＳＣ１４内部
のＢモードフリーズ画像メモリ１５に記憶され、同時に
カラードプラモード用ＤＳＣ１６内部のカラードプラフ
リーズ画像メモリ１７に記憶される。
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【００７８】フリーズ画像が表示された状態では、Ｂモ
ード用ＤＳＣ１４内部のＢモードフリーズ画像メモリ１
５からＢモードフリーズ画像データが、合成部５内部の
比較器群５３へ出力される。同時に、カラードプラモー
ド用ＤＳＣ１６内部のカラードプラフリーズ画像メモリ
からカラードプラフリーズ画像データが、合成部５内部
の置換器５２へ出力される。
【００７９】比較器群５３は、第２の実施の形態の動作
と同様に、しきい値とＢモードフリーズ画像データを比
較し、Ｂモードフリーズ画像データがしきい値以上であ
る場合、しきい値以上の値が入力されたという比較の結
果を置換器５２に出力する。
【００８０】置換器５２は、Ｂモードフリーズ画像デー
タと同じ表示画素に対応するカラードプラフリーズ画像
データを表示器６に表示されない置換データＺに置換す
る。また、合成部５内部のミキサ５１は、第１の実施の
形態の動作と同様に、Ｂモード用ＤＳＣ１４から供給さ
れるＢモードフリーズ画像データと、置換器５２から供
給されるカラードプラフリーズ画像データを合成し、表
示器６は、強い超音波エコーの影響を低減したＢモード
フリーズ画像とカラードプラフリーズ画像を表示する。
【００８１】このように本第３の実施の形態によれば、
操作者は、操作卓１１により超音波断層像がフリーズ状
態であっても比較器群５３内の比較器のしきい値を変更
することができ、しきい値を変更したあとに新たにフリ
ーズした超音波診断画像を取り直さなくともしきい値を
変更した効果を同一のフリーズ画像上で確認することが
できるので、診断の効率化と信頼性向上が図れる。な
お、図５においてフリーズスイッチ１３は操作卓１１と
別ブロックとして記載しているが、フリーズスイッチ１
３は操作卓１１にあってもよい。
【００８２】（第４の実施の形態）図６は本発明の第４
の実施の形態の構成を示したブロック図である。図６の
構成は、基本的には前記第３の実施の形態の構成と同じ
であるので、図５と同じ部分には同じ符号を付して詳細
な説明を省略する。第４の実施の形態の構成は、第３の
実施の形態の構成に加えて、合成部５より前段にＢモー
ド用シネメモリ２１およびカラードプラモード用シネメ
モリ２２を設けたことである。
【００８３】Ｂモード用シネメモリ２１は、超音波送受
信部２からＢモード用ＤＳＣ１４に供給される、診断し
た過去のＢモード画像データを連続して記憶する。
【００８４】次に図６を用いて第４の実施の形態の動作
について説明する。一例として、Ｂモード用シネメモリ
２１が、Ｂモード画像を１０秒間記憶できる容量を備え
ていたとすると、１０秒間記憶されたら、最古のデータ
から順次上書きをしていき、表示した過去の１０秒間の
Ｂモード画像が記憶されるようになっている。
【００８５】同様に、カラードプラモード用シネメモリ
２２は、超音波送受信部２からカラードプラモード用Ｄ
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ＳＣ１６に供給される、診断した過去のカラードプラ画
像データを連続して記憶する。カラードプラモード用シ
ネメモリ２２についても、Ｂモード用シネメモリ２１と
同様で、表示した過去のカラードプラ画像データが記憶
されている。
【００８６】記憶されたシネメモリを再生する時、Ｂモ
ード用シネメモリ２１およびカラードプラモード用シネ
メモリ２２に記憶された画像データは、それぞれＢモー
ド用ＤＳＣ１４およびカラードプラモード用ＤＳＣ１６
に供給される。
【００８７】Ｂモード用シネメモリ２１の説明で述べた
例のように、１０秒間の画像が記憶されていたとする
と、シネメモリ再生時には、新たな画像の記憶を中止
し、記憶された１０秒間の画像を繰り返し再生する。
【００８８】シネメモリ再生時、Ｂモード画像データ
が、Ｂモード用シネメモリ２１からＢモード用ＤＳＣ１
４へ出力され、Ｂモード用ＤＳＣ１４から合成部５内部
の比較器群５３へ出力される。同時にカラードプラ画像
データが、カラードプラモード用シネメモリ２２からカ
ラードプラモード用ＤＳＣ１６へ出力され、カラードプ
ラモード用ＤＳＣ１６から合成部５内部の置換器５２へ
出力される。
【００８９】比較器群５３は、前記第３の実施の形態の
動作と同様に、しきい値とＢモード画像データを比較
し、Ｂモード画像データがしきい値以上である場合、し
きい値以上の値が入力されたという比較の結果を置換器
５２に出力する。
【００９０】置換器５２は、Ｂモードシネメモリ画像デ
ータと同じ表示画素に対応するカラードプラシネメモリ
画像データを表示器６に表示されない置換データＺに置
換する。
【００９１】また、合成部５内部のミキサ５１は、Ｂモ
ード用ＤＳＣ１４から供給されるＢモード画像データ
と、置換器５２から供給されるカラードプラ画像データ
を合成し、表示器６は、強い超音波エコーの影響を低減
したＢモードシネメモリ画像とカラードプラシネメモリ
画像を表示する。
【００９２】なお、Ｂモード用シネメモリ２１およびカ
ラードプラモード用シネメモリ２２は、合成部５の前段
であればよいので、それぞれＢモード用ＤＳＣ１４およ
びカラードプラモード用ＤＳＣ１６の後段であってもよ
い。
【００９３】このように本発明の第４の実施の形態によ
れば、操作者は、超音波断層像がシネメモリの再生状態
であっても比較器群５３内の比較器のしきい値を変更す
ることができ、しきい値を変更したあとに新たに超音波
診断画像シネメモリに記憶し直さなくともしきい値を変
更した効果を同一のシネメモリ画像上で確認することが
できるので、診断の効率化と信頼性向上が図れる。
【００９４】 *
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*【発明の効果】以上に示すように本発明は、表示器に複
数の超音波断層像とカラードプラ画像を表示する場合、
血管壁などからの強い超音波エコーの影響を低減してＢ
モード画像表示とカラードプラ画像表示ができるので、
信頼性の高い超音波診断画像の表示が可能となる。
【００９５】また、操作者の操作によりしきい値の変更
前後のカラードプラ画像を表示器に表示することができ
るので、カラードプラ画像が血流に起因するものかどう
か容易に判断しやすくなるという効果が得られる。
【００９６】また、超音波断層像がフリーズ状態および
シネメモリ再生の状態であっても、操作者は、しきい値
を変更しその効果を同一のフリーズ画像およびシネメモ
リ画像に対して確認することができる。よって、しきい
値を変更したあとに新たに超音波診断画像を取り直す必
要がなくなるとともに、フリーズ画像およびシネメモリ
画像に対して任意のしきい値を何回でも再設定すること
ができるので、被験者の負担を軽減することができるの
で、診断の効率化と信頼性向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における超音波診断
装置のブロック図
【図２】本発明の表示器に複数の超音波断層像を表示し
た状態を示す説明図
【図３】本発明のしきい値に関する説明図
【図４】本発明の第２の実施の形態における超音波診断
装置のブロック図
【図５】本発明の第３の実施の形態における超音波診断
装置のブロック図
【図６】本発明の第４実施の形態における超音波診断装
置のブロック図
【図７】従来の超音波診断装置のブロック図
【符号の説明】
１  超音波探触子
２  超音波送受信部
３  Ｂモード用ＤＳＣ
４  カラードプラモード用ＤＳＣ
５  合成部
６  表示器
１１  操作卓
１２  装置制御部
１３  フリーズスイッチ
１４  Ｂモード用ＤＳＣ
１５  Ｂモードフリーズ画像メモリ
１６  カラードプラモード用ＤＳＣ
１７  カラードプラフリーズ画像メモリ
２１  Ｂモード用シネメモリ
２２  カラードプラモード用シネメモリ
２３  シネメモリ・フリーズメモリ
５１  ミキサ
５２  置換器
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５３  比較器群
５３１  第１の比較器
５３ｎ  第ｎの比較器
６０  第１の比較器を用いた超音波診断画像
６１  第２の比較器を用いた超音波診断画像
１０３  Ｂモード用ＤＳＣ
１０４  カラードプラモード用ＤＳＣ
１０５  合成部
１１２  装置制御部
Ｂ１  心臓の血管壁からの超音波エコー強度範囲 *
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*Ｂ２  腎臓の血管壁からの超音波エコー強度範囲
Ｃ１  心臓の血流からの超音波エコー強度範囲
Ｃ２  腎臓の血流からの超音波エコー強度範囲
Ｄ  誤表示範囲
ａ  第１の比較器のしきい値
ｂ  第２の比較器のしきい値
Ｘ１  第１の比較器の比較結果
Ｘｎ  第ｎの比較器の比較結果
Ｚ  置換データ

【図１】

【図２】 【図３】
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